
工業技術研究院と川崎市産業振興財団との覚書締結について
１０月２３日、 台湾の財団法人工業技術研究院（ITRI）と公益財団法人川崎市産

業振興財団（KIIP）は、それぞれの持つ技術やネットワークを活かし相互に協力して、
スタートアップ・ベンチャー等中小企業の発展及び地域経済の活性化に貢献するた

め、「包括連携に関する覚書」を締結しました。
【連携のイメージ図】 技術情報の交流促進(セミナー等)

人材・共同研究開発の連携推進
企業間の交流

スマートライフ
ヘルスケア
持続可能な環境
・AI ・半導体 ・通信 ・スマートセンシング
・サイバーセキュリティ

総合的な相談支援サービスの提供
川崎市海外ビジネス支援センター（KOBS）
インキュベーション施設の運営
・かわさき新産業創造センター（KBIC）
・ナノ医療イノベーションセンター（iCONM）
・iCONM in collaboration with BioLabs

スタートアップ・ベンチャー等
市内企業のマッチング支援と地域の活性化

１９７３年７月設立の台湾の工業技術研究院(ITRI)は、職員数６千名超の世界有
数の応用技術研究機関で、先端技術研究開発を通して産業発展の推進、経済
価値の創造、社会福祉を高め、幸せな生活を支えることを使命としている。 
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